
7.大型機械による造林作業の機械化

1試験担当者

機械化部機械科長:山脇三平

" 機械第二研究室:三村和男,猪内正能平松修

2試験目的 .

林業の労働生産性の向上を意図し,とくに機械化作業の適用がおくれている造林作業に対し, 

大型機械すなわちトラクタおよび同付属作業機による地捨え-植付・下刈り•薬剤散布。伐根 

処理等各作斐のワンマンコントロ ールによる機械化を可能ならしめることは,造林作業の機株 

化の可耗性を立証する上で大きな意義を有する段階をむかえている。このことは本邦のみなら 

ず海外の林業先進国を通じての動向であって,各種トラクタ付属造林用作業機の開発をはかる 

とともに,その機械性能および作業性能,これら作業機の組合わせによる機械化作業法等に検 

討をくわえ,大型機械化に関する基礎的技術および応用的技術体系の確立に資するものである。

3昭和43年度の経過とえられた結果

アーティキュレイテッド・フレームステヤリング式トラクターの汎用化を可能ならしめるた 

め,その集材用後部車体構造の改良を行ない,PTO軸および三点支持装置の装着を可能なら 

しめ,これによりロータリカッターを駆動して各動密度の笹生地において地ごしらえ,刈払い 

を行なう場合の動力性能について検討を加えた。

これにより,この種のトラクター造林作業への適用はおおよそ2。度以下の緩傾斜地におい 

て可能であり,刈払い抵抗は対象植生の容積密度に一次的に正比例して増大することを確めた。

4昭和4 4年度の試験計画

アーティキュレイテット•フレーム・ステアリング式集材用トラクターの後部車体構造の改良 

をはかるとともに,この種のトラクターを原動機として,薬剤散布機カルティオーガ等を駆動 

して造林作業を行なわせる場合の動力性能および作業性能に検討を加え,林業用ホイールトラ 

クターの林業作業への適用限界について検討する。
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8.牧草導入による共用林野の施業改善

1試験担当者 ,?•・ 厂

経営部•営農林牧野研究室：井上拇一郎,金野賢郎,山脇 泉,岩元守男

東北支場経営第三研究室:神長包夫,小川 澄,川崎金治,黒木亜郎,高橋辰五郎

前橋営林局革津営林署

2読験目的

林地の人工草地化が最近多くみられるようになり,とくに幼齢林の造林地がこれの対象とな 

り,苗木の植裁と牧草の播種を同時に行なうことが多い。そして,この目的は一般に良質の粗 

飼料を林地からも採取し,さらに苗木の生長を助長しようとするものであるが,慣行的な育林 

技術がそのまま,とられているため草類の生産は比較的短期にとどまらざるを得ない。

この試験は,まず良質の粗飼料としての牧草の長期にわたる,多収を図るための苗木の植栽 

様式を者えだし,これらの様式別に牧草類の収員•維持の状況を把握し,また,林木の生長状況 

について,観察しようとするものであり,さらに,このような牧草を導入した造林地に投下し 

た,造成およぴ管理費についても,明らかにしようとするものである。

3昭和43年度の経過とえられた結果

伐採跡の林地を機械によって簡易地掐し,牧草を導入,カラマツ,ブカマッを植栽様式をか 

えて植栽し,牧草の収堡,林木の成長等の関係・を継続畏査した。

利用5年目の草地については,牧草類は6, 8,10月の5回,野草は8月1回,それぞれ 

被度,草丈,収措の調査を実施し,林木については1〇月に樹高,クローネ面積,根元直径, 

枯損,切損状況の調査を行なった。

利用3年目の牧草区の植被は9 5〜10 0 %で,収髭は1ha当り2 4〜2 7 Gon,野草区は 

柚被8 〇〜8 5%,収蠻は!ha当り8〜11ton ,であった。

植栽木の樹高成長は普通植栽区に対し,牧草区はやや劣る。

4昭和44年度の試験計画

前年度に引続き,牧草類の収箭,草丈,被度などについて年4回,野草類については1回の 

調査を行ない,またプカマッ,カラマツの樹髙や枝張りおよび生長障害の内容について調査を 

す・る。
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